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改
正
」な
ど
の
条
例
改
正
6
件
。

　

老
朽
化
に
伴
い
倒
壊
な
ど
の
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
不
用
施
設
の
除
却
を

行
う
費
用
２
，５
０
０
万
円
、唐
松
青

山
町
地
区
の
坑
内
水
湧
出
等
調
査
委

員
会
に
係
る
費
用
１
６
８
万
円
、市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
座
席
改
修
を
行

う
費
用
２
，６
０
０
万
円
な
ど
を
増

額
す
る「
平
成
25
年
度
三
笠
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
5
回
）」な
ど
補

正
予
算
6
件
。

　

そ
の
ほ
か
、「
三
笠
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更
」

1
件
、「
指
定
管
理
者
の
指
定
」1
件
、

「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
」1

件
、「
三
笠
市
市
営
住
宅
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
」1
件
。

　

ま
た
、議
員
提
案
で
は
、「
議
会
運

営
委
員
会
及
び
常
任
委
員
会
所
管
事

項
調
査
」1
件
と「
積
雪
寒
冷
地
域
対

策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」1
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、28
人
の
方

が
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
定
例
会
は
3
月
に
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
本
会
議
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、

出
来
上
が
り
次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の「
三
笠
市
議
会
」に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

市
民
室
と
公
民
館
内
図
書
館
入
り
口

横
に
も
会
議
録
を
閲
覧
で
き
る
よ
う

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、一
般
質
問

と
し
て
4
人
か
ら
次
の
と
お
り
通
告

質
問
が
あ
り
、建
設
的
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▽
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て（
ジ

オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
の
活
性

化
の
考
え
方
）

▽
住
環
境
に
つ
い
て（
公
営
住
宅
、持

家
住
み
替
え
支
援
の
考
え
方
）

▽
三
笠
高
等
学
校
に
つ
い
て（
卒
業

後
の
就
職
、進
学
に
対
す
る
現
在
の

状
況
と
今
後
に
お
け
る
支
援
体
制
の

考
え
方
）

▽
公
共
施
設
の
施
工
と
維
持
管
理
に

つ
い
て（
庁
舎
等
の
施
工
と
工
期
の

考
え
方
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
、駐
車
場
等
の
周
辺
安
全
対
策
）

▽
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て（
市
立
三
笠
総
合
病
院
本
館
の
老

朽
化
、精
神
科
の
医
療
連
携
体
制
の

今
後
）

▽
三
笠
高
等
学
校
の
展
望
に
つ
い
て

（
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
、生
徒
定
員
）

▽
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て（
認

定
後
の
取
扱
い
、ジ
オ
ガ
イ
ド
の
養

成
）

▽
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
等
に
つ

い
て（
避
難
所
の
現
状
、避
難
所
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、行
政
の
Ｉ
Ｔ

関
連
機
器
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
）

▽
農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て

（
事
業
の
当
市
に
対
す
る
影
響
）

▽
学
校
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て

（
食
育
と
の
関
係
）

　

市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
、暴
力
団
の
排
除
に
関

す
る
基
本
理
念
や
施
策
等
を
定
め
た

「
三
笠
市
暴
力
団
排
除
条
例
」な
ど
の

条
例
制
定
3
件
。

　

市
立
三
笠
総
合
病
院
の
看
護
師
育

成
確
保
を
図
る
た
め
修
学
資
金
の
貸

付
対
象
者
の
拡
大
を
行
う「
三
笠
市

看
護
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部

　

第
2
回
臨
時
会
は
、11
月
7
日
の
1
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
、補
正
予
算
を
審
議

し
、原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

提
案
内
容
は
、市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
な
ど
が
公
務
上
や
通
勤
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
障
害
に
な
っ
た
場
合
に
お

い
て
遺
族
ま
た
は
職
員
な
ど
に
対
し
て
給
付
す
る
賞
慰
金
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た「
三
笠
市
職
員
等
賞
慰
金
給

付
条
例
の
制
定
」1
件
、市
立
三
笠
総
合
病
院
医
師
死
去
に
伴
う
死
亡
賞
慰
金
２
，０
０
０
万
円
、市
立
三
笠
高
等
学
校
体

育
館
の
暖
房
設
備
２
，５
０
０
万
円
を
増
額
す
る「
平
成
25
年
度
三
笠
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
回
）」1
件
で
す
。

　

第
4
回
定
例
会
は
、12
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
8
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、市
長
と
議
員
が
提
案
し
た
議
案
の
審

議
を
行
い
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
2
回
臨
時
会
、第
4
回
定
例
会
を
開
催

【
問
合
先
】議
会
事
務
局
議
会
係
☎
②
３
１
９
４

■ 

一
般
質
問

■ 
主
な
議
決
内
容

　庁舎耐震工事に伴う議場の改築
後、初めての定例会となる12月12日
に、三笠みんなで歌う会によるアトラ
クションなどを行いました。

議場に歌声が
響きわたる
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。

　

老
朽
化
に
伴
い
倒
壊
な
ど
の
被
害

が
懸
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の
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